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第  ５　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

大石地区ガバナー 阿久津第１副地区ガバナー 鈴木第２副地区ガバナー

○  L見津　康　　　委員長 ○  L藤井　良一 副委員長 ○  L御厨　正敬 副委員長

○  L横山　健治 副委員長 ○  L谷山　光俊 副委員長 ○  L増田　克哉 副委員長

○  L松永　清　　　 委員 ○  L金　吉東　　　 委員 ○  L緒方　清治　  委員

欠  L田中　良子　  委員 ○  L堺田　明美　  委員 ○  L清水　昭洋　  委員

欠  L大原　紘子 　 委員 欠  L池田　重雄　  委員 ○  L矢沢　きよみ  委員

○  L守時　光暉　  委員  L　　　　          委員  L　　　　          委員
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○
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１）

作　成　者

１０／３の複合地区国際大会委員会報告

　　　　　 L　見津　康

出　席　者

次　　　第

ここからＯＳＥＡＬフォーラムに向けてラストスパート絶大な協力をお願いします。

　Ｌ清水昭洋　・　Ｌ御厨正敬

議　　　題

見津委員長挨拶

審議経過事項の概要

前回議事録は大変記述が多く、時間の都合上後で読んで確認をお願い致します。

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　増田　克哉

　２０１１年 １０月１２日　 水曜日　　　　　 １3 　時　3０　分　～15　時　15  分

キャビネット事務局

大会参加委員会

次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局（大会議室）

　出席オブザーバー

名鉄観光サービス(株)　清水　達也　課長

　２０１１年１０月２６日　　　水曜日　　　１３時　３０分　～　１５時　１５分

L戸田　周良　担当副幹事の紹介

幹事団は、3～４名欠席の予定。正式な人数は掴んでいない為、早急に確認をお願いした。

議事

キャビネット報告

今回から参加、自己紹介

Ｌ繁田担当副幹事　特に無いが、多くの参加者をお願いしたい。

前回議事録確認

L戸田　周良　担当副幹事

L繁田　恵美子　担当副幹事



国際会長晩餐会では、Ａ地区２０名の参加依頼有りました。

ＯＳＥＡＬのＢ地区参加予定者は現在、２００名位、Ｃ地区は７０～８０名、Ａ地区の読みとしては１２０名程度

なので、各自の知人等のお誘いをし、２００名の確保、幹事団に於いても参加者を募るようにお願い致します。

２） 参加のお願い文書の発信

ガバナーの了解の元に、９／８に構成員及びクラブ宛に発信しているが、委員会の副委員長や､委員には行き

渡っていない。為、委員会の委員長、副委員長、委員宛に写真を入れた資料３３０部程を名鉄観光から本日

発送した。又、ＲＣＰやＺＣＰと言われるガバナーの意向を受けて居る方々に主旨が伝わっていないので、参加

のお願い呼びかけを幹事団にてお願いします。

３） チャリティーゴルフについて

チャリティーゴルフの賞品代について、ガバナー主催のため、大石ガバナーが全額提供する事となった。

ゴルフ、パーティーで、150,000円程度掛かるので確認をお願いしたい。幹事団として50,000円出します。

その他晩餐会等の予算を出し総額を提示する。

４） １０／１６薬物乱用防止大会

委員会の担当として、会場担当に変更、見津委員長、増田副委員長、池田委員、大原委員、清水委員、

８：３０集合。その他の委員は、参加者多数の為、でられる方はお願いします。

５） マニラＬＣの招待について

Ｌ守時委員　幹事よりマニラＬＣへの招待状は委員会一任するとの事で、進め、回答として招待者６名

の予定を、元国際理事１名を加えた７名としたい要請があった為、承諾を得たい。了解した。

晩餐会ではガバナー挨拶文を英文で作成し、マニラＬＣ７名に渡す。今月中に数寄屋橋ＬＣで作成。

マニラＬＣ会長の挨拶は通訳が必要だが、谷山副委員長のクラブメンバーの奥様で対応する。

東京ＬＣでは２４日マニラＬＣ主催歓迎パーティーがあり、２５日午前中にマニラ市長と合同アクティビティ

のセレモニーを予定しているが、大石ガバナーに出席して頂けるか、又はメッセージを頂けるか伺いたい。

２４，２５共難しいので、メッセージとし、メッセージ内容は出来ている。ＣＡＢと打ち合わせて下さい。

６） チャリティーゴルフ大会

集合場所ペニンシュラホテル。朝食は各自用意とする様案内します。ペニンシュラホテル宿泊者はホテル

で用意可能。使用ティ男性白、女性赤とする。組合せを行うに当たり参加者確認をどうするか検討。

委員会メンバーのゴルフ参加者確認。幹事団の参加者を調べて出します。ＣＡＢへの申し込み者を１週毎

か、１０日毎に報告が頂きたい。参加者集計の仕方検討とする。横断幕について、チャリティーゴルフ大会

は掲げるが、山浦杯について、過去に看板を出したことが無いので、山浦杯は掲げることは中止します。

７） ウエルカムディナーパーティ

式次第の確認。緊急対策委員会と再度打合せを行う。ゴルフの成績発表までが大会参加委員会でおこない、

その後は緊急対策委員会の受け持ちとする。晩餐会の前夜祭と云う形で行う。

チャリティゴルフコンペの成績発表は横山副委員長と御厨副委員長で行う。

ドネーションの集金について、正副委員会で進行を確認する。ガバナーや元ガバナーの席は固まらない様

誘導する。ショータイム・ドネーションの集計発表・ぞていの進行・閉会の挨拶は緊急対策委員会で行う。

８） 晩餐会

a ランチョンバッヂ及びシール作成はキャビネットで用意。シール貼りは委員会で行う。

b 席順は、メインテーブルにマニラＬＣ・東京ＬＣの関係がある為、、プロトコール順でないことが承認された。

c 式次第のたたき台を委員長が作成する。

審議経過事項の概要議　　　題
No.2



d ガバナーリボンは不要と決定。マニラＬＣの会長は女性のようなので、コサージュ用意。

e コサージュ費用は大石ガバナーから提供され、女性参加者のテーブルに置く。席順は指定。

f 会場横断幕について、「ありがとう」の表示は再検討。寸法は５ｍ×１．２ｍ程に変更。入り口に看板を掲げる。

ｇ 比国の国旗はマニラで手配し、委員会でキャビネットから国旗と、ライオンズの歌の旗、を借用し、横断幕

とともに名鉄にてマニラに送る。

ｈ 晩餐会費用の予算は例年１０万～２０万位掛かるが、今回は４～５万かかる。予算書を作成する。

i 名鉄から出た食事メニューは谷山副委員長は、了解した。

j 参加人数について、現時点での１００名弱の申し込み人数は、２００名集まるか大変不安。

９） 山浦杯

大石ガバナー主催の東日本支援チャリティゴルフ大会と同じ形式にて行う。

10） その他

各リジョンのクラブ事務局に、クラブの状況確認や申込を早急にして頂くよう各リジョンの委員は連絡をする。

申し込みと振り込みの確認を今後行う。

11） 次回開催の確認

１０月２６日(水）　ＣＡＢ大会議室　１３：３０～１５：１５

No.３
議　　　題 審議経過事項の概要


